
紹 介

NOC技術ノ ー ト No. 584

ゴムの劣化と防止(1)

加硫ゴム製品は， 長期間使用すると硬くなったり， 柔ら

かくなったり， き裂が入ったりして， 初期に設計した種々

の機能が低下し老化してくる． 老化の要因は， 酸素， 熱，

オゾン， 変形， 接触材料（溶剤， オイルなど）などが挙げら

れるが， 複数の要因が重なって老化が起こることがほとん

どである．

ゴムの劣化の種類

1. オゾン劣化

オゾンは， 二重結合との反応性が高いため， 図1のよう

に主鎖に二重結合を持つゴムの主鎖開裂を起こす見また，

オゾンは， 強い酸化力をもっため， 主鎖に二重結合を有し

ないゴム（例えばヒドリンゴム）においてもオゾンによる劣

化が確認されている2) _ オゾンは， 大気中に 2~3pphm 程

度存在するといわれている．

2. 酸化劣化（熱劣化）

ジェン系ゴムの場合， 二重結合のf3 位にある炭素のC-H

結合が最も弱いため熱によって解離してゴムラジカルが生

成する． このゴムラジカルと酸素が反応して， ペルオキシ

ラジカルとなる． このラジカルがゴム分子から水素を引き

抜いてゴムラジカルを生成する． これらが繰り返し起こる

こと（自動酸化）によってゴム中にはハイドロペルオキシド

が多量に生成し， 主鎖切断が起こる飢

図2に天然ゴムの酸化劣化機構を示し

ここに記載した内容は， 細心の注意を払って作成してい

ますが，内容をすべて確実に保証するものではありません．
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図1 ジェンとオゾンの反応
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3. 疲労劣化

ゴムに動的な疲労を与えると， ゴム分子

の切断によるラジカルが生成する． このラ

ジカルと空気中の酸素やオゾンが反応し劣

化が起こると考えられている． 真空中で疲

労試験を行うと， 空気中と比較して寿命が

のびることが報告されている見
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図2 天然ゴムの酸化

大内新興化学工業株式会社 http://www.jp-noc.co.jp 

(73) 会告 215 


